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総
代
会
の
日
程

理
事
会
か
ら

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
第
27
回
通
常
総

代
会
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
区
別
説

明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

◎
参
加
者　

総
代　

役
員

◎
地
区
別
説
明
会

税
務
法
律
相
談

６
月
５
日
に
加
須
で
開
催

３
月
28
日
の
主
な
議
案

①
内
部
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

②
令
和
５
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

③
第
27
回
通
常
総
代
会
開
催
場
所

の
変
更
に
つ
い
て

④
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
業
務
分
掌
兼
職
務
権
限
表

の
変
更
）

⑤
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務
制
度

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑥
令
和
５
年
度
内
部
統
制
の
整

備
・
運
用
に
か
か
る
年
間
計
画

に
つ
い
て

⑦
次
期
窓
口
端
末
機
等
の
導
入
に

つ
い
て

⑧
令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

⑨
令
和
５
年
度
信
用
の
供
与
等
の

限
度
額
に
つ
い
て

⑩
令
和
５
年
度
理
事
会
附
議
を
要

す
る
大
口
信
用
供
与
等
の
額
に

つ
い
て

⑪
令
和
５
年
度
貸
付
金
の
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

⑫
令
和
５
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

⑬
令
和
５
年
度
農
業
関
連
資
金
の

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑭
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か

る
特
別
貸
出
要
領
の
取
扱
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

⑮
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑯
令
和
５
年
度
賃
貸
住
宅
取
得
資

金
等
に
か
か
る
金
利
軽
減
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑰
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑱
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑲
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑳
無
担
保
ロ
ー
ン
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
型
）
融
資
要
項
等
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

㉑
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
協
同
住
宅
ロ
ー
ン（
株
）保
証
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㉒
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

㉓
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

㉔
令
和
５
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
14
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

〈
場
所
〉　

羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー

　
　
　
　

ル　

小
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
、
ま
た

は
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

６
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

地区名 月　日 時　間 場　所

行　田 ６月９日（金）

午後
６時30分
より

行田中央支店会議室

川　里 ６月８日（木） 川里中央支店会議室

羽　生 ６月７日（水） 本店会議室

加　須 ６月６日（火） 加須中央支店会議室

騎　西 ６月５日（月） 騎西中央支店会議室

北川辺 ６月２日（金） 北川辺支店会議室

大利根 ６月１日（木） 大利根中央支店会議室

つ
い
て

㉕
販
売
事
業
未
収
金
の
償
却
に
つ

い
て

㉖
職
員
へ
の
期
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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私たちが営農経済渉外です

私たちがＴＡＣです

４月７日に令和５年度営農経済渉外進発式を開催しました！
組合員の皆さまへ出向き意見・要望を承ります！

４月 11日に令和５年度ＴＡＣ進発式を開催しました！
担い手の経営に役立つ各種情報をお届けし、
組合員の皆さまに寄り添う活動を実践します！

大塚宏組合長（前列左から５番目）と全農・ＪＡ役員・営農経済渉外

大塚宏組合長（前列左から 3 番目）と全農・ＪＡ役員・ＴＡＣ
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ご参加お待ちしています！

なくそう食品ロス　ごみゼロの日
食品ロス問題ジャーナリスト ● 井出留美

　公的年金のお受取り年齢が近づ
いている方や現在受給している年
金に疑問のある方。年金に精通し
た社会保険労務士があなたの疑問
にきめ細やかにお答えします。こ
れまで当ＪＡとのお取引がない方
からのご相談も大歓迎です。お気
軽にご参加ください。

■令和５年度これからの予定
日　程 時間 開催店舗
6月17日㈯

９
時
～
15
時

行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

8月19日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

10月21日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

12月16日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

2月17日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店
※相談会は新型コロナウイルス感染拡大状況等により変更または中止とさせ

ていただく場合もございます。お申し込みの際は事前に当組合ホームペー
ジ等で最新の日程をご確認ください。

相談会は予約制です。ご希望
の方は最寄りの支店窓口にお
申し込みください。

©よりぞう

JAの 無料

年金相談会

　５月30日は「ごみゼロの日」。「５（ご）３（み）
０（ぜろ）」の語呂合わせです。
　これからだんだん気温が上がってくると、悩ま
しいのが生ごみの臭いです。小バエも飛んでくる
し、重いし、臭いし、出すのも面倒です。
　そんな悩みを一掃してくれるのが「家庭用生ご
み処理機」です。スイッチを押せば、ドライヤー
方式で熱風が出てきて、生ごみを乾燥させてくれ
ます。生ごみの重さのうち、80%以上は「水」
です。乾かせば、その重さは80%近くが減るの
です。
　私は2017年から生ごみ処理機を1400回近く
使い、累積369kg以上の生ごみを減らしてきま
した。体重60㎏の大人約６人分です。生ごみの
重さの減少率は70%近くです。
　家庭用生ごみ処理機は、全国の自治体の60%
以上が、市民への助成金制度を用意しています。
私も、住んでいる自治体に申請して、半額で買い
ました。自治体によって補助額は違いますが、私
が知っている中で一番多いところでは上限６万円

もの補助があります。
それだけ、自治体はご
みを減らしたいと考え
ており、ごみ削減のた
めには、食品ロスを含
めた生ごみを減らすこ
とがキーポイントなの
です。
　庭や畑があれば、生ごみは、コンポスト（家庭
用堆肥化容器）を使って堆肥にできるでしょう。
庭がない家や集合住宅に住んでいる人、堆肥を作
っても使い道がない人向けに、できた堆肥を野菜
に換えてくれる不定期のサービスもあるようで
す。
　食品ロスを減らす上で「量る（もしくは測る）」

「見える化する」ことは重要です。見える化する
と意識が変わります。意識が変わると行動が変わ
り、成果に結び付くのです。こつこつ続けていく
と、減らすのが楽しく、すがすがしい気持ちにな
りますよ。
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【
高
温
期
の
管
理
】

　

今
回
は
、
高
温
時
の
ト
マ
ト
の

栽
培
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
果
実
は
、「
リ
コ
ピ

ン
」
と
い
う
成
分
が
増
え
る
こ
と

で
赤
く
着
色
し
ま
す
。「
リ
コ
ピ

ン
」
の
生
成
適
温
は
20
～
25
℃
で

あ
り
、
32
℃
以
上
で
抑
制
さ
れ
る

た
め
、
果
実
温
度
が
高
く
な
る
と

着
色
不
良
を
起
こ
し
ま
す
。

　

特
に
果
実
の
表
面
は
温
度
が
上

が
り
や
す
い
た
め
、
裂
果
や
着
色

不
良
と
い
っ
た
高
温
障
害
が
発
生

し
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
品
質
保
持
の
た
め
に
、

果
実
温
度
を
下
げ
る
管
理
が
重
要

で
す
。
例
え
ば
、
遮
光
カ
ー
テ
ン

を
利
用
し
て
太
陽
の
放
射
熱
を
遮

断
し
た
り
、
細
霧
冷
房
で
ハ
ウ
ス

内
の
気
温
を
２
～
５
℃
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
効
果
的
な
病
害
虫
防
除
】

　

病
害
虫
防
除
に
用
い
ら
れ
る
農

薬
で
す
が
、
害
虫
や
病
害
に
も
耐

性
が
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
。

　

近
年
で
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

散
布
を
実
施
し
て
い
て
も
、
こ
の

農
薬
耐
性
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
農
薬
散

布
以
外
の
方
法
を
用
い
た
防
除
方

法
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
光
反
射
シ
ー
ト

　

施
設
の
周
囲
に
光
反
射
シ
ー
ト

を
敷
い
て
太
陽
光
を
反
射
さ
せ
、

害
虫
の
方
向
感
覚
を
狂
わ
せ
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
有
色
粘
着
シ
ー
ト

　

色
に
対
す
る
誘
引
反
応
を
利
用

し
た
有
色
粘
着
板
を
施
設
内
に
設

置
し
、
害
虫
発
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
兼
ね
た
駆
除
を
行
い
ま
す
。

駆
除
す
る
害
虫
に
よ
っ
て
使
い
分

け
ま
し
ょ
う
。

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

黄
色
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
等
の
害
虫
全
般
が

好
み
ま
す
。
青
色
は
特
に
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
が
好
み
ま
す
。

〇
防
草
シ
ー
ト

　

施
設
周
り
の
雑
草
は
病
害
虫
の

温
床
と
な
り
ま
す
。
防
草
シ
ー
ト

を
敷
い
て
雑
草
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

〇
抵
抗
性
、
耐
病
性
品
種

　

病
害
虫
の
防
除
対
策
と
し
て
、

抵
抗
性
品
種
（
病
原
菌
を
接
種
し

て
も
病
徴
が
出
な
い
）
や
、
耐
病

性
品
種
（
病
原
菌
が
少
な
け
れ
ば

発
病
し
な
い
、
も
し
く
は
発
病
し

て
も
軽
い
、
発
病
が
遅
い
）
を
利

用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

〇
ハ
ウ
ス
の
太
陽
熱
土
壌
消
毒

　

夏
場
に
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
地

表
面
を
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
す
る
こ
と

で
、
土
壌
を
高
温
・
過
湿
条
件
に

し
て
病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
雑

草
種
子
等
を
死
滅
さ
せ
る
方
法
で

す
。

　

効
果
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
地

表
下
20
㎝
で
、
40
℃
以
上
と
な
る

積
算
時
間
が
３
３
６
時
間
（
日
数

で
14
日
）
必
要
と
さ
れ
、
夜
間
や

曇
天
の
日
は
温
度
が
維
持
で
き
な

い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
１
か
月

の
処
理
期
間
が
必
要
で
す
。

※
実
施
す
る
場
合
、
施
設
内
が
高

温
に
な
る
た
め
機
器
類
の
故
障
や

ビ
ニ
ー
ル
の
変
形
を
防
ぐ
対
策
が

必
要
で
す
。

〇
生
物
的
防
除
法
の
活
用

　

害
虫
を
捕
食
す
る
土
着
天
敵
や

生
物
農
薬
を
活
用
し
て
防
除
を
行

い
ま
す
。

　

生
物
農
薬
と
は
自
然
界
に
存
在

す
る
菌
や
昆
虫
な
ど
の
生
物
を
利

用
し
た
環
境
に
優
し
い
農
薬
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
病
害
虫
の
発
生
初
期

か
ら
利
用
し
な
が
ら
農
薬
の
選
択

や
温
度
管
理
を
し
て
い
く
と
効
果

的
で
す
。　

　　

こ
れ
ら
の
防
除
方
法
は
、
総
合

的
病
害
虫
・
雑
草
管
理（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）

と
言
わ
れ
て
お
り
、
化
学
農
薬
の

み
に
頼
ら
ず
、
様
々
な
防
除
方
法

を
組
み
合
わ
せ
る
手
法
で
す
。

　

効
果
的
な
病
害
虫
防
除
を
持
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
実
践

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

写真１　有色粘着シート

写真２　ハダニを捕食するカブリダニ

施
設
栽
培
ト
マ
ト
の
栽
培
管
理

❽



　加須市園芸組合は、３月24日に三俣集荷所で無加温キュウリの目ぞろえ会を開
きました。
　４月中旬の出荷のピークを前に、規格の統一を図り有利販売につなげることが目
的です。
　当日は同作型を栽培する組合員全25名が参加。それぞれが持ち寄ったＡ規格を
１箱ずつ抜き取って並べ、互いの箱から１本ずつ抜き取って長さや切り口などをチ
ェックしました。
　同組合の無加温キュウリの出荷は７月初旬まで。県内や都内の市場に約100㌧（１
㌜５㌔）出荷する予定です。

　３月13日に、ＪＡ羽生中央支店と羽生営農経
済センターが新規オープンしました。
　オープニングセレモニーに羽生市の河田晃明市
長や工事関係者、ＪＡ役職員など約30人が集り、

テープカットを行いました。
　羽生中央支店は金融・共済窓口、羽生営農経済センターは営農・経済窓口として営業します。
　支店再編で５店舗が統合されました。
　また３月27日に、加須中央支店・加須営農経済センターの工事が完了し竣工式を行いまし
た。
　加須市の角田守良市長や工事関係者、ＪＡ役職員など約40人が集まりテープカットを行いました。
　加須中央支店は鉄骨造２階建、延べ床面積1388㎡。新店舗１階には、金融共済窓口と営農経済センターの他、組
合員も利用できる多目的ルーム兼大会議室もそなえています。
　大塚宏組合長は、「組合長就任以来支店再編は最大のミッションと考え、業務を行ってきた。地域の皆様に親しま
れる店舗を目指し、更なるサービス向上に努めます」と意気込みを語りました。

　ＪＡは３月18日、羽生市ＪＡほくさい本店駐車場で大型特殊免許（農
耕車限定）取得に向けた講習会を開き、10人が受講しました。
　経済課と農機センター職員５人が立ち合いました。
　受講者はＪＡ職員指導のもと、トラクターのハンドルを握り、実試験
に模したコース一周を真剣に運転していました。
　参加者は、「事前にこのような講習会で練習できて自信がついた」と
話していました。

無加温キュウリ目ぞろえ会開催

羽生中央支店・羽生営農経済センター
加須中央支店・加須営農経済センター

新規オープン

大型特殊免許取得へ向けた講習会開催

トラクターで模擬コースを走行する受講者ら

羽生営農経済センター

加須中央支店・加須営農経済センターで
テープカットする来賓とＪＡ役職員

羽生中央支店でテープカットする
来賓とＪＡ役職員

羽生営農経済センターで
挨拶する大塚組合長

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（9頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

キュウリの目ぞろえを行う生産者
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　３月下旬より、梨の花摘み・摘蕾（摘果）・花かけ（授粉）作
業が昨年より10日早く始まりました。
　加須市騎西梨撰果所利用組合の福島圭一さんは、３月24日よ
り加須市下崎のほ場で、梨の品種、新興と彩玉の花摘み・摘蕾（摘
果）作業を始めました。花かけ（授粉）は同月31日より開始。
　福島さんは「２年前から息子が就農し、指導しながら楽しく作
業している。果実のできは、ほ場管理で決まるので枝管理はもち
ろん土壌や気温の変化に気を配り収穫をむかえたい」と汗を拭っ
ていました。

　ＪAは、春の新入学時期にあわせて管内の小学校に横断旗を
寄贈しました。
　贈ったのは、学童用1,270本と保護者用210本の計1,480本。
　この事業は、地域の未来を担う子供たちを交通事故から守り
たいと、県農協福祉事業団の協力を得て毎年行っています。
　羽生市役所では３月７日に贈呈式が行われ、JAの丸木仁地
域担当理事が同市の秋本文子教育長に手渡しました。
　秋本教育長は「児童の登下校の安全確保に役立てます。あり
がとうございます」とお礼の言葉を述べました。

　３月７日にふるさとの味伝承士の梓沢幸子さんが、羽生
市の県立羽生ふじ高等学園で、同校農業技術科農業コース
２年１組10名の生徒に、『いがまんじゅう』の由来と作り
方を学ぶ授業をしました。同校の大塚俊太教諭から依頼を
受け実現しました。
　大塚教諭は「県北東部の郷土料理『いがまんじゅう』を
生徒に知ってもらうためと、自ら栽培したもち米や小豆を
使って料理をし、食べるまでを教えたかった」と狙いを述
べました。
　生徒は「生地がやわらかく包むのに苦労したがみんなで
協力してつくったので達成感があった」と話しました。
　梓沢さんは「生徒と楽しく授業ができた。ふるさとの味伝承士として郷土料理を伝承していきたい」と笑顔で
話していました。

　ＪＡほくさい管内の高校生にデザインを募集した㈱ほくさい
グリーンアグリのロゴマークが決定しました。
　応募のあった19点の中から最優秀賞に輝いた県立進修館高
校２年の冨田歩弥さんの作品を公式ロゴマークに決定。
　３月１日に、ＪＡほくさい営農支援課渡辺昌美課長が同校を
訪れ冨田さんに表彰状を手渡しました。
　冨田さんは「ロゴマークは稲穂を丸く象ったもので、コミュ
ニケーションと地域の連携をイメージしました」とデザインの
説明をしました。　※学年は令和４年度のものです。

梨の春作業が始まる

ＪＡが横断旗寄贈

次世代に郷土の味を伝承

ほくさいグリーンアグリ
ロゴマーク決定

梨の摘蕾（摘果）作業を行う福島圭一さん

秋本教育長㊨に横断旗を手渡す丸木理事

いがまんじゅうの作り方を教える梓沢さん（右から２番目）

ロゴマークをＰＲする冨田歩弥さん㊨と
辻本秀樹副校長
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　北川辺青果物出荷協議会（増田守男会長）は３月16日に、
ＪＡ北川辺野菜集出荷所で会員が栽培したイチゴ10㌜（４
パック／１㌜）、ネギ200本、北川辺ブランドトマト「木甘坊」
600個を、加須市内でフードパントリーを運営する加須北子
育て応援フードパントリー他12団体に寄贈しました。
　増田会長は「イチゴもトマトも最盛期で味がのっている。
地元で採れた野菜を子どもたちに味わってもらうことは地産
地消の食育にも繋がる。今後も協議会員で力を合わせ、地域
貢献を行っていく」と力を込めました。
　今回の野菜は、支援を必要とする200世帯に配布されまし
た。

　ＪＡは３月中旬から各支店で水稲栽培講習会を開きました。
　３月17日には大利根中央支店で25名が参加しました。
　加須農林振興センター農業支援部矢島久史担当部長を講師に招
き、高温障害対策や除草方法について学びました。
　参加者は「毎年栽培状況が変わる中、このような講習会を開い
ていただき参考になった。今後も続けて欲しい」と話していまし
た。

　「世界こども図画コンテスト」に羽生市立三田ヶ谷小学校１年生の塩原愛梨さ
んが国内優良賞に入賞しました。
　このコンテストは絵画を通じて子どもたちに農業や農村の大切さ、家族の素晴
らしさなどを伝えていくことを目的に家の光協会の主催で行われています。30
回目を迎えた今回は、日本を含めた56の国と地域から約１万点の作品が寄せら
れました。
　塩原さんは「私がきじの背中に乗って春を探しに行く絵を描きました。色塗り
を頑張りました。賞に選ばれてうれしいです」と喜びを語りました。おめでとう
ございます。　※学年は令和４年度のものです。

　加須市園芸組合女性部（儘田豊子部長）は、３月１日に市内の公民館で「味噌づく
り」を行いました。参加したのは15名。
　材料に乾燥米こうじと大豆の水煮を使うことで、手軽にみその仕込みが完了。
約10ヶ月後に食べごろを迎えます。
　参加した部員は「できあがりが楽しみ」とうれしそうに仕込んだ容器を抱えて持ち
帰りました。

フードパントリーに野菜を寄贈

水稲栽培講習会を開催

みその仕込みに挑戦

三田ヶ谷小の児童が入賞
～世界こども図画コンテスト～

増田会長（前列左から２番目）と同会員、
フードパントリーのみなさん

大豆をすりつぶす部員

「きじといっしょにはるを見つけたよ」

栽培講習会の様子

賞状を手にする塩原さん
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

はつこバァバの
手作り

シフォンケーキ

はにゅう通 信

　羽生農産物直売所で手作りのシフォンケーキを販売する羽生市上村君の落合ハツ子さんをご紹介します。
　落合さんはＪＡの女性大学（彩

あや

女
め

セミナー）でシフォンケーキの作り方を習ってから、週１回のペースで
作るほどシフォンケーキにハマったそうです。シフォンケーキの作り方を教えられるほどの腕前になってい
た落合さんは、小学校の児童と保護者を対象にしたシフォンケーキ教室や女性部の料理教室で先生として活
躍。その後も友人や家族に振舞っていたところ、家族から「友達に『どこで買えるの？』と訊かれたから販
売してみたら？」と勧められ、昨年10月から同直売所で販売を始めました。「調理室の新設や菓子製造許可
の取得、成分表示の作成など苦労もありましたが販売できた喜びの方が大きい。いろいろなフレーバーのシ
フォンケーキにチャレンジして、たくさんの方に味わってもらいたい」と笑顔で話す落合さんです。

【　ホール1500円（税込）1/8カット200円（税込）で、土・日曜日に販売しています！　】

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は羽生地区です。

シフォンケーキを手にする
落合ハツ子さん シフォンケーキ（ホール）

直売所のシフォンケーキ販売コーナー
（プレーン・紅茶フレーバー）
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。
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
検
索
用
の「
＃
商
品
名
」は
商
標
権
侵
害
？

― 
検
索
用
で
も
商
標
権
侵
害
の
可
能
性
あ
り

①
夫
の
死
亡
保
険
金
は
姑
と
分
け
る
の
？

― 

遺
産
に
加
算
す
る
の
は
特
別
な
時
だ
け

30
年
連
れ
添
っ
た
夫
が
亡
く

な
り
、
私
は
保
険
金
受
取
人
と

し
て
、
夫
の
生
命
保
険
金
２
０

０
０
万
円
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
私
た
ち
に
は
子
が
な
か
っ

た
の
で
相
続
人
は
私
と
、
遠
方

で
独
居
す
る
姑
の
２
人
で
す
。

夫
の
遺
し
た
８
０
０
万
円
ほ
ど

の
遺
産
の
分
け
方
を
姑
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
生
命
保
険
金
を

加
え
た
合
計
２
８
０
０
万
円
を

遺
産
と
し
て
分
け
た
い
、
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
借
家
住

ま
い
で
こ
れ
ま
で
専
業
主
婦
で

し
た
の
で
老
後
の
資
金
が
心
配

で
す
。
私
の
受
け
取
っ
た
生
命

保
険
金
は
、
姑
と
分
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
は
主
婦
で
す
が
、
3
年
前

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
自
作
の

バ
ッ
グ
を
多
数
販
売
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
ト
上
の
自
作
バ
ッ
グ

の
説
明
文
の
下
に
検
索
用
と
し

て
有
名
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
商

品
名
に
＃
を
加
え
て
、「
＃
商
品

名
」と
の
表
示
を
し
て
い
た
ら
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、「
商
品
名

は
商
標
登
録
し
て
い
る
か
ら
商

標
権
侵
害
だ
。」
と
通
知
が
来

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
バ
ッ

グ
は
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ

グ
と
は
似
て
い
ま
せ
ん
し
、
自

作
品
と
の
表
示
も
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
商
標
権
の
侵
害

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

商
標
と
は
、
事
業
者
が
取
り
扱

う
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
他
人
の

も
の
と
区
別
す
る
た
め
の
マ
ー
ク

や
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
登
録
さ
れ

た
商
標
を
使
う
権
利
の
な
い
人

は
、
業
と
し
て
、
同
一
又
は
類
似

し
た
標
章
を
使
用（
商
標
的
使
用
）

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
業
と
し
て
」
と
は
、
継
続
反

復
し
て
行
う
こ
と
で
す
が
、
あ
な

た
は
3
年
間
、
多
数
の
商
品
を
販

売
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。「
類
似
」
と

は
、
外
観
や
呼
び
方
等
か
ら
、
取

引
の
相
手
に
与
え
る
印
象
、記
憶
、

連
想
を
総
合
し
て
判
断
し
ま
す
。

「
＃
商
品
名
」
と
の
表
示
は
、
商

標
登
録
さ
れ
て
い
る
商
品
名
に
＃

を
付
け
た
だ
け
で
す
の
で
、
少
な

く
と
も
類
似
に
は
当
た
り
ま
す
。

「
商
標
的
使
用
」
と
は
、
出
所
を

識
別
で
き
る
形
で
の
使
用
を
い
い

ま
す
が
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ

の
商
品
名
で
検
索
し
て
あ
な
た
の

バ
ッ
グ
を
見
た
人
は
、
た
と
え
自

作
品
と
の
説
明
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
と
勘

違
い
す
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
商

標
的
利
用
に
当
た
る
で
し
ょ
う
。

実
際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
自
作
の

バ
ッ
グ
を
販
売
し
て
い
る
人
が
、

自
作
バ
ッ
ク
の
販
売
サ
イ
ト
上

で
、
他
社
の
商
品
名
に
＃
を
付
け

た
表
示
を
し
て
い
て
、
商
標
権
侵

害
と
さ
れ
た
判
例
が
あ
り
ま
す

（
大
阪
地
裁
令
和
3
年
9
月
27
日

判
決
）。

本
件
で
も
商
標
権
侵
害
と
な
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

①

②

①

②

死
亡
保
険
金
は
夫
か
ら
の
贈
与

で
な
く
原
則
は
特
別
受
益
に
当
た

り
ま
せ
ん
が
、
相
続
人
間
の
不
公

平
が
著
し
い
と
評
価
す
べ
き
特
段

の
事
情
が
あ
る
時
は
、
特
別
受
益

に
準
じ
て
遺
産
に
加
算
し
て
分
割

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
最
決
平

成
16
年
10
月
29
日
）。
特
段
の
事

情
の
有
無
は
、
保
険
金
額
、
そ
の

遺
産
総
額
に
対
す
る
比
率
の
他
、

被
相
続
人
と
の
同
居
の
有
無
、
相

続
人
と
の
関
係
、
各
相
続
人
の
生

活
実
態
等
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ

ま
す
。

例
え
ば
①
遺
産
総
額
に
比
し
て

約
14
％
の
保
険
金
額
（
約

５
０
０
万
円
）
で
、
被
相
続
人
と

同
居
し
10
年
以
上
介
護
し
た
後
妻

が
受
取
人
で
あ
る
場
合
に
は
保
険

金
を
加
算
し
な
い
（
特
段
の
事
情

な
し
）
と
し
た
事
案
（
東
京
地
判

平
成
26
年
３
月
28
日
）、
②
遺
産

総
額
に
比
し
て
約
61
％
の
保
険
金

額
（
約
５
０
０
０
万
円
）
で
被
相

続
人
と
の
同
居
期
間
が
３
年
半
の

後
妻
が
受
取
人
で
あ
る
場
合
に
は

保
険
金
を
加
算
す
る
（
特
段
の
事

情
あ
り
）
と
し
た
事
案
（
名
古
屋

高
決
同
18
年
３
月
27
日
）、
③
遺

産
総
額
に
比
し
て
約
２
７
０
％
の

保
険
金
額
（
約
２
１
０
０
万
円
）

で
被
相
続
人
と
30
年
間
同
居
し
て

い
た
妻
が
受
取
人
で
あ
る
場
合
に

は
保
険
金
を
加
算
し
な
い
（
特
段

の
事
情
な
し
）
と
し
た
事
案
（
広

島
高
決
令
和
４
年
２
月
25
日
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

保
険
金
は
原
則
と
し
て
遺
産
分

割
の
対
象
で
は
な
く
、
遺
産
へ
の

加
算
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
時
だ

け
だ
と
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
も
の
の
１
つ

❷
竹
林
が
似
合
う
猛
獣

❸
―
―
感
の
あ
る
３
Ｄ
映
像

❹
母
の
日
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
、
定
番
の
色
の
１
つ

❺
大
正
の
１
つ
前
の
年
号
で
す

❼
害
獣
や
害
虫
を
追
い
払
う
こ
と

❿
淡
水
と
海
水
が
混
じ
り
合
っ
た
も
の

⓬
鳴
門
海
峡
の
も
の
が
有
名

⓭
校
内
で
「
走
ら
な
い
よ
う
に
」
と

注
意
さ
れ
や
す
い
場
所

⓮
京
都
三
大
祭
の
１
つ
、
―
―
祭
は

５
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
す

⓱
煮
切
っ
て
使
う
こ
と
も
あ
る
調
味
料

⓳
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
は
こ
の
仲
間

⓴
街
を
―
―
も
な
く
う
ろ
つ
い
た

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地

区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お
住

ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
５
年
５
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉

　

ハ
ル
ガ
ス
ミ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
ザ
ッ
と
降
っ
て
サ
ッ
と
や
み
ま
す

❻
変
わ
る
と
寝
付
け
な
い
人
も

❽
お
稲
荷
さ
ん
の
―
―
は
キ
ツ
ネ
で
す

❾
桃
太
郎
の
お
供
を
し
た
鳥

❿
南
の
反
対
側

⓫
田
ん
ぼ
へ
―
―
か
ら
水
を
引
き
入

れ
た

⓯
小
野
妹
子
が
遣
わ
さ
れ
た
国

⓰
潮
干
狩
り
に
出
か
け
る
所

⓲
12
星
座
占
い
で
５
月
生
ま
れ
の
人

は
―
―
座
か
双
子
座
で
す

⓴
夜
に
な
る
と
家
々
に
と
も
り
ま
す

㉑
―
―
ヤ
マ
ネ
コ
は
特
別
天
然
記
念

物
で
す

　
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
が
増
え
た
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
ほ
く
さ
い
農
協
管
内
は
田
植
え
の
真
っ
盛
り
で
す
。

　
多
く
の
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
て
、
頭
上
の
青
い
空
と
白
い
雲
を

写
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
苗
が
大
き
く
成
長
し
、
お
い
し
い
お
米
を
実
ら
せ
る
と
思
う

と
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
私
は
必
ず
新
米
を
最
初
に
食
べ
る
時
に
は
、
炊
き
立
て
の
ご
飯
を

塩
結
び
に
し
て
頂
き
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
�

Ｓ
・
Ｎ

編
集
後
記

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
国
島　
幸
雄
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
春
田
大
二
郎
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
関
根　
悦
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
福
田　
陽
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
杉
尾
千
代
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
石
川　
　
力
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
中
鉢　
ミ
ヨ
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
今
成
ゆ
き
子
さ
ま
（
大
利
根
）

Thank you
  my mother

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

　赤い果肉が特徴のクインシーメロ
ン。なめらかな口当たりと深みのあ
る甘さが特徴です。

　燦々とふり注ぐ太陽に恵まれた地
で育った有田みかんは、十分な日光
を浴びて甘く美味しく育ちます。

　ハウス内で丁寧に栽培された柔ら
かい果肉です。食べやすくゼリーの
ような食感が特徴で、冬ギフトに最
適な高級フルーツです。

　茨城県鹿島灘の温暖な気候の中、美
しい水と緑に恵まれた土地でみつばち
交配により栽培されるアンデスメロン。
全国でも屈指の品質と味を誇ります。

　日当たりの良い園地と指定された生産農
家が食味を重視して育てました。年明けま
で木熟させたものを1月に収穫し、１つ１つ
手選別で箱詰めしたこだわりの伊予柑です。

　すいかは昼と夜の温度差が大きいほ
どシャリ感に優れています。尾花沢す
いかは澄んだ空気、きれいな水、自然
の中で育った美味しいすいかです。

　豊かな自然環境と愛情で育てられ
た爽やかな美味しいりんごです。蜜
入りは熟度が進んだりんごの証で完
熟の目安といわれています。

　清見オレンジとポンカンを交配して作られた品
種である不知火（しらぬい）。その中から甘みと酸
味のバランスが良く、果汁が豊富等の一定の基準を
満たした高品質のもののみがデコポンとなります。

５月中旬

12月中旬

８月上旬

２月下旬

６月上旬

１月下旬

12月中旬 12月中旬

◇熊本県産

◇愛媛県産

◇和歌山県産

◇茨城県産

◇愛媛県産

◇山形県産

◇愛媛県産

◇青森県産

ア
ン
デ
スメロ

ン

蔵
出
しいよ

か
ん

尾
花
沢
す
い
か

デ
コ
ポ
ン

サ
ン
ふ
じ

　（
蜜
入
り
り
ん
ご
）

ク
イ
ン
シ
ー

メ
ロ
ン

紅
ま
ど
ん
な

有
田
み
か
ん
旬

いちばん美味しいのは

です
四季折々の自然の恵みを
 ご用意いたします
お申込み・詳細については各支店・営農
経済センター窓口にお問い合わせ下さい

包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

1,650円（税込）
JAほくさい【精米】

こしひかり 5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のきずな5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のかがやき 5kg

精米したての

美味しいお米
精米したての

美味しいお米

ＪＡほくさい管内
配送無料

【ご注文方法】

販売中
！ 右記QRコードから申込みするか、又は

最寄りの各支店・営農経済センター窓
口へご注文ください。


